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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公表番号】特表2007-532577(P2007-532577A)
【公表日】平成19年11月15日(2007.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-044
【出願番号】特願2007-507560(P2007-507560)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   9/70     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   9/70    ４０１　
   Ａ６１Ｋ  47/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月7日(2008.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体表面を通して活性物質を投与するための経皮デリバリー・システムであって、以下の
：
　(ａ)　活性物質のリザーバー及び皮膚接触粘着層の両方の役割を果たすポリマー製のマ
トリックス、ここで当該マトリックスは、ポリイソブチレン・ゴムと、約１μｍ（ミクロ
ン）～３００μｍ（ミクロン）の範囲の粒子サイズを有する粉末形態の不溶性親水性ポリ
マーとの実質的に均一な混合物を含み、
　(ｂ)　治療有効量の活性物質、フラックスを増大するのに有効な量の塩基性浸透促進組
成物、及び医薬として許容される水性ビヒクルを含む上記ポリマー製マトリックス中に吸
着された医薬製剤
　(ｃ)　使用される装置の外側表面としての役割を果たすポリマー製マトリックスに積層
された裏打ち層
　を含む、前記デリバリー・システム。
【請求項２】
　前記ポリイソブチレン・ゴムが：
　(ａ)　活性物質の投与の間、皮膚へのデリバリーシステムの付着を保証するために十分
な粘着性を、前記ポリマー製マトリックスに与えるように選ばれる分子量を有するか、
　(ｂ)　活性物質の投与の間、皮膚へのデリバリーシステムの付着を保証するために十分
な粘着性を、前記ポリマー製マトリックスに与えるように選ばれる添加剤と混合すること
により改変されるか、或いは
　(ｃ)　(ａ)及び(ｂ)の両方である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記添加剤が、ポリブテンを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ポリマー製マトリックスが、活性物質の投与の間、皮膚へのデリバリーシステムの
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付着を保証するために十分な粘着性を当該ポリマー製マトリックスに与えるために十分な
量の吸水性ポリマー；及び乳化剤のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１～３の
いずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記吸水性ポリマーが、ポリアルキレン・オキシドであり、そして前記乳化剤が脂肪酸
又は脂肪性アルコールである、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記不溶性親水性ポリマーが、約１０μｍ（ミクロン）～２００μｍ（ミクロン）の範
囲内の粒子サイズを有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記不溶性親水性ポリマーが、約２０μｍ（ミクロン）～１５０μｍ（ミクロン）の範
囲内の粒子サイズを有する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記不溶性親水性ポリマーが、約４０μｍ（ミクロン）～９０μｍ（ミクロン）の範囲
内の粒子サイズを有する、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記不溶性親水性ポリマーが、約０.１ｇ/ｃｍ3～０.５ｇ/ｃｍ3の範囲内のかさ密度を
有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記不溶性親水性ポリマーが、約０.２ｇ/ｃｍ3～０.４ｇ/ｃｍ3の範囲内のかさ密度を
有する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記不溶性親水性ポリマーが、軽く架橋されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記不溶性親水性ポリマーが、架橋されていない、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記不溶性親水性ポリマーが、架橋及び非架橋ポリマーの混合物を含む、請求項１に記
載のシステム。
【請求項１４】
　前記不溶性親水性ポリマーが、以下の：ポリビニルポリピロリドン；ポリ(Ｎ-ビニル-
２-カプロラクタム)；ポリ(Ｎ-ビニル-２-バレロラクタム)；カルボキシメチルセルロー
ス・ナトリウム；デンプンのポリ(アクリルアミド-アクリル酸)ナトリウム塩；及びポリ
アクリル酸ナトリウムから選ばれる、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記塩基性浸透促進組成物が、無機塩基、有機塩基、及びそれらの混合物から選ばれる
塩基性浸透促進剤を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記塩基性浸透促進組成物が、無機塩基を含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記無機塩基が、無機水酸化物である、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記無機水酸化物が、水酸化アンモニウム、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属
水酸化物、及びそれらの組合せから選ばれる、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記無機水酸化物が、アルカリ金属水酸化物である、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記アルカリ金属水酸化物が、水酸化ナトリウムである、請求項１９に記載のシステム
。
【請求項２１】
　前記塩基性浸透促進組成物が、少なくとも１の無機水酸化物及び少なくとも１の窒素含
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有塩基を含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記無機水酸化物が、水酸化アンモニウム、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属
水酸化物、及びそれらの組合せから選ばれ、そして前記窒素含有塩基が尿素及びアミノア
ルコールから選ばれる、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記無機水酸化物が、アルカリ金属水酸化物であり、そして前記窒素含有塩基がアミノ
・アルコールである、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記アミノアルコールが、構造式：ＮＲ1Ｒ2Ｒ3[式中、Ｒ1は、ヒドロキシ置換ヒドロ
カルビルであり、そしてＲ2及びＲ3がＨ、ヒドロカルビル、及びヒドロキシ置換ヒドロカ
ルビルから選ばれる]のアミノアルコールである、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　Ｒ1が、１～１２個の水酸基で置換されるＣ1-Ｃ12アルキルであり、そしてＲ2及びＲ3

は、Ｈ、Ｃ1-Ｃ12アルキル、及び１～１２個の水酸基で置換されるＣ1-Ｃ12アルキルから
選ばれる、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　Ｒ1が、１～５個の水酸基で置換されるＣ1-Ｃ6アルキルであり、そしてＲ2及びＲ3が、
Ｈ、Ｃ1-Ｃ6アルキル、及び１～５個の水酸基で置換されるＣ1-Ｃ6アルキルから選ばれる
、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3が、-ＣＨ2ＣＨ2ＯＨであり、その結果、前記アミノアルコールがト
リエタノールアミンである、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　Ｒ1及びＲ2が、-ＣＨ2ＣＨ2ＯＨであり、そしてＲ3がＨであり、その結果、前記アミノ
アルコールがジエタノールアミンである、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２９】
　Ｒ1が、-ＣＨ2-[ＣＨ(ＯＨ)]4-ＣＨ2ＯＨであり、Ｒ2がＣＨ3であり、そしてＲ3がＨで
あり、その結果、前記アミノアルコールがジエタノールアミンである、請求項２６に記載
のシステム。
【請求項３０】
　前記活性物質の見かけの水溶性が、ｐＨを増加させると共に増加する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項３１】
　前記活性物質の見掛けの水溶性が、２５℃で計測した場合、ｐＨ８.０で５ｍｇ/ｍｌよ
り大きい、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記活性物質の見掛けの水溶性が、２５℃で計測した場合、ｐＨ９.０で１０ｍｇ/ｍｌ
より大きい、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記活性物質が、イオン性である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記活性物質が、塩基添加塩の形態の酸性物質である、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記活性物質が、鎮痛薬、麻酔薬、抗狭心症薬、抗関節炎薬、抗不整脈薬、抗喘息薬、
抗生物質、抗癌剤、抗コリン薬、抗凝血薬、抗痙攣薬、抗うつ薬、抗糖尿病薬、抗真菌薬
、抗緑内障薬、抗通風薬、駆虫薬、抗ヒスタミン薬、抗高脂血症薬、降圧薬、抗炎症薬、
抗マラリア薬、片頭痛薬、抗ムスカリン薬、制吐薬、抗肥満薬、抗骨粗鬆症薬、抗パニッ
ク薬、抗パーキンソン薬、抗原虫薬、鎮痒薬、抗精神病薬、解熱薬、抗結核薬、鎮咳薬、
抗潰瘍薬、抗ウイルス薬、抗不安薬、食欲抑制薬、カルシウムチャネル拮抗薬、心臓強心
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薬、β遮断薬、骨密度調節薬、中枢神経系刺激薬、認知亢進薬、副腎皮質ステロイド、鬱
血除去薬、利尿薬、胃腸薬、遺伝物質、ホルモノリティック(hormonolytics)、催眠薬、
血糖降下薬、免疫抑制剤、角質溶解薬、ロイコトリエン阻害薬、マクロライド、有糸分裂
阻害薬、筋弛緩剤、麻薬拮抗薬、神経遮断薬、ニコチン、副交感神経遮断薬、鎮静薬、性
ホルモン、交感神経刺激薬、子宮収縮抑制薬、精神安定薬、血管拡張薬、ビタミン、及び
それらの組合せから選ばれる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記裏打ち層が、密封性である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３７】
　以下の：
　(ａ)　ポリイソブチレン・ゴム及び約１μｍ（ミクロン）～３００μｍ（ミクロン）の
範囲の粒子サイズを有する粉末形態の不溶性親水性ポリマーの実質的に均一な混合物を含
むポリマー製マトリックス；
　(ｂ)　治療有効量の活性物質、フラックスを増大するのに有効な量の塩基性浸透促進組
成物、及び医薬として許容される水性ビヒクルを含む、ポリマー製マトリックス中に吸着
される医薬製剤
　を含む活性物質リザーバー。
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